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被災地健康支援状況について  

 

１ 令和元年度被災地健康支援事業実績 

（1）県直営事業 

① 被災地健康支援事業（被災者支援総合交付金） 

ア 岩手県被災地健康支援事業運営協議会 

・被災地健康支援事業運営協議会:1回開催（R元.９.12） 

・被災地健康支援事業情報交換会:書面開催 

（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止による） 

・H20年度～R元年度特定健診データ分析（環境保健研究センター） 

イ 沿岸４保健医療圏別健康支援事業情報交換会 

10回（大船渡３回、釜石４回、宮古１回、久慈２回） 

 

    ※被災地健康支援事業運営協議会等で提起された被災者の状況 

    ・応急仮設住宅から災害公営住宅等への転居に伴う生活環境の変化による健康 

への影響 

     → 生活圏やコミュニティの変化等による外出機会の減少や活動量の低下等

による生活不活発病発症への懸念 

閉じこもりによるこころの影響 

        アルコールの飲酒による健康影響（特に独居男性） 

     ・高齢者世帯の増加、高齢者の服薬管理、低栄養、認知機能低下への危惧 

     ・特定健診結果から 

→ 男性は、BMI、メタボリックシンドローム、血圧服薬、血糖服薬、脂質服 

薬、睡眠で十分休養がとれない者が増加傾向 

女性は、BMI、メタボリックシンドローム、血糖服薬、脂質服薬、習慣的

な喫煙有の者が増加傾向 

     ・RIAS地域住民コホート調査から 

→ 肥満（BMI25以上）の者が男女とも全国平均より有所見者が多く横ばいで

推移しており、高血圧・糖尿病の有所見者は全国平均より少なく横ばいで

推移している 

 

（2）市町村補助事業 

① 被災地健康支援事業（被災者支援総合交付金の間接補助） 

ア 保健師等人材確保支援     

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 

交付市町村数 1 3 3 3 2 1 1 1※ 

        ※陸前高田市 
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 イ 被災者健康づくりサポート事業 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 

交付市町村数 14 14 16 13 10 8 4 1※ 

        ※盛岡市 

    ウ 被災者特別健診等補助 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 

交付市町村数 10 11 11 11 5 5 4 2※ 

        ※陸前高田市、山田町 

 ② 被災市町村健康づくり支援事業費補助（県復興基金活用） 

 H28 H29 H30 R元 

交付市町村数 7 8 8 6※ 

        ※大船渡市、陸前高田市、釜石市、山田町、岩泉町、野田村 

 

 （3）被災者支援交付金等を活用した継続的な財政支援に係る国への要望     

    被災者支援の取組を継続して実施していくため、被災者支援総合交付金及び被災者

の心のケア支援事業費補助金について、2020年以降も中長期にわたる安定的な制度と

して継続するよう要望。 

 保健福祉部要望（令和元年６月実施） 

 

２ 令和２年度被災地健康支援事業実施見込み 

（1）県直営事業 

① 被災地健康支援事業（被災者支援総合交付金） 

    ア 岩手県被災地健康支援事業運営協議会 

・被災地健康支援事業運営協議会:1回開催（R３.１.28） 

・H20年度～R２年度特定健診データ分析（環境保健研究センター） 

    イ 沿岸４保健医療圏別健康支援事業情報交換会 

 

（2）市町村補助事業 

① 被災地健康支援事業（被災者支援総合交付金の間接補助） 

ア 保健師等人材確保支援：１市（陸前高田市）     

    イ 被災者健康づくりサポート事業:１市（盛岡市） 

    ウ 被災者特別健診等補助:１市（陸前高田市） 

② 被災市町村健康づくり支援事業費補助（県復興基金活用）:５市町村 

（大船渡市、陸前高田市、釜石市、山田町、野田村）  

 

 （3）被災者支援交付金等を活用した継続的な財政支援に係る国への要望 

    被災者支援の取組を継続して実施していくため、被災者支援総合交付金について、 

   令和２年度以降も中長期にわたる安定的な制度として継続するよう要望。 

保健福祉部要望（令和２年６月実施） 


